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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 1 月 1 0 日 ( 2 0 2 3 . 1 . 1 0 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 9 1 4 0 5 ( P 2 0 2 2 - 1 9 1 4 0 5 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 1 2 月 2 7 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 2 7 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 2 3 9
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 1 6 5 1 1 3 ( P 2 0 2 2 - 1 6 5 1 1 3 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 4 8 5 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 1 7 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 1 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 3 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 3 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 0 2 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 4 5 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｐ 4 3 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 5 8 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 4 8 5 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 1 7 / 0 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 1 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 3 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 3 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 7 / 0 2 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 4 5 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｐ 4 3 / 0 0 １ ２ １  　 　 　
　 Ａ ６ １ Ｋ 3 1 / 5 8 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 2 月 2 3 日 ( 2 0 2 2 . 1 2 . 2 3 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 結 節 性 痒 疹 を 治 療 す る た め の 抗 掻 痒 剤 で あ っ て 、
　 当 該 抗 掻 痒 剤 は 、 ナ ル ブ フ ィ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く は エ ス テ ル を 含  
み 、
　 前 記 治 療 は 、 漸 増 投 与 期 間 と そ れ に 後 続 す る 治 療 期 間 と を 含 む 複 数 の 期 間 に お い て 行 わ  
れ 、
　 前 記 漸 増 投 与 期 間 に お い て 、 当 該 抗 掻 痒 剤 を 前 記 結 節 性 痒 疹 に 罹 患 し て い る 患 者 に 次 の  
投 薬 ス ケ ジ ュ ー ル 、 す な わ ち 、
　 １ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が     ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、
　 ２ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が     ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、
　 ３ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、
　 ４ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、
　 ５ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ３ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ６ ０ ｍ ｇ 、
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　 ６ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ６ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ６ ０ ｍ ｇ 、
　 ７ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ６ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ６ ０ ｍ ｇ 、
　 ８ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ６ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ９ ０ ｍ ｇ 、
　 ９ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ９ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ９ ０ ｍ ｇ 、
１ ０ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ９ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が   約 ９ ０ ｍ ｇ 、
１ １ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が   約 ９ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が 約 １ ２ ０ ｍ ｇ 、
１ ２ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が 約 １ ２ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が 約 １ ２ ０ ｍ ｇ 、
１ ３ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が 約 １ ２ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が 約 １ ２ ０ ｍ ｇ 、 お よ び
１ ４ 日 目 ： 正 午 前 の 投 薬 量 が 約 １ ２ ０ ｍ ｇ 、 正 午 後 の 投 薬 量 が 約 １ ８ ０ ｍ ｇ
と い う も の に 従 っ て 投 与 す る 漸 増 投 与 工 程 が 行 わ れ 、
　 前 記 治 療 期 間 に お い て 、 前 記 漸 増 投 与 期 間 に 後 続 す る 少 な く と も １ 週 間 、 ナ ル ブ フ ィ ン  
ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く は エ ス テ ル を 約 ３ ６ ０ ｍ ｇ の 一 日 用 量 で 前 記 患 者  
に 投 与 す る 治 療 工 程 が 行 わ れ る 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 治 療 工 程 は 、 約 １ ８ ０ ｍ ｇ の ナ ル ブ フ ィ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く  
は エ ス テ ル を 一 日 二 回 投 与 す る 工 程 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 治 療 工 程 は 、 約 ３ ６ ０ ｍ ｇ の ナ ル ブ フ ィ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く  
は エ ス テ ル を 一 日 一 回 投 与 す る 工 程 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 治 療 期 間 は 、 少 な く と も １ ０ 週 間 と い う 長 さ を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 治 療 期 間 は 、 約 １ ０ 週 間 か ら 約 ５ ０ 週 間 ま で の 範 囲 内 の 長 さ を 有 す る 請 求 項 １ に 記  
載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 患 者 は 、 中 等 度 ま た は 重 度 の 結 節 性 痒 疹 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ナ ル ブ フ ィ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く は エ ス テ ル は 、 ナ ル ブ フ ィ ン  
塩 酸 塩 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ナ ル ブ フ ィ ン ま た は そ の 薬 学 的 に 許 容 可 能 な 塩 も し く は エ ス テ ル は 、 持 続 放 出 型 経  
口 剤 型 と い う 形 態 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 持 続 放 出 型 経 口 剤 型 は 、 医 薬 希 釈 剤 、 親 水 性 化 合 物 お よ び 架 橋 剤 を 含 有 す る 請 求 項  
８ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 持 続 放 出 型 経 口 剤 型 は 、 約 ８ 重 量 ％ ～ 約 ３ ０ 重 量 ％ の 親 水 性 化 合 物 お よ び 約 ５ 重 量  
％ ～ 約 ２ ０ 重 量 ％ の 架 橋 剤 を 含 有 す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 希 釈 剤 は 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 で あ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 親 水 性 化 合 物 は 、 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 キ サ ン タ ン ガ ム ま た は そ れ ら の 混 合 物 で  
あ る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 持 続 放 出 型 経 口 剤 型 は 、 ナ ル ブ フ ィ ン 塩 酸 塩 、 マ ン ニ ト ー ル 、 ヒ ド ロ キ シ プ ロ ピ ル  
セ ル ロ ー ス 、 ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 キ サ ン タ ン ガ ム 、 硫 酸 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 お よ び ス  
テ ア リ ン 酸 マ グ ネ シ ウ ム を 含 有 す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 持 続 放 出 型 経 口 剤 型 は 、 約 １ ５ 重 量 ％ ～ 約 ２ ５ 重 量 ％ の ロ ー カ ス ト ビ ー ン ガ ム 、 約  
１ ０ 重 量 ％ ～ 約 ２ ０ 重 量 ％ の キ サ ン タ ン ガ ム 、 約 ５ ０ 重 量 ％ ～ 約 ８ ５ 重 量 ％ の マ ン ニ ト ー  
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ル お よ び 約 ５ 重 量 ％ ～ 約 １ ５ 重 量 ％ の 硫 酸 カ ル シ ウ ム 二 水 和 物 を 含 有 す る 請 求 項 ８ に 記 載  
の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 痒 み 強 度 数 値 評 価 ス ケ ー ル （ Ｎ Ｒ Ｓ ） を 用 い  
て 測 定 さ れ た 値 の う ち の 最 悪 値 で あ る 最 悪 痒 み 強 度 が ベ ー ス ラ イ ン か ら 少 な く と も 約 ３ ０  
％ 低 下 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ に 記  
載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 痒 み 強 度 数 値 評 価 ス ケ ー ル （ Ｎ Ｒ Ｓ ） を 用 い  
て 測 定 さ れ た 値 の う ち の 最 悪 値 で あ る 最 悪 痒 み 強 度 が ベ ー ス ラ イ ン か ら 少 な く と も 約 ５ ０  
％ 低 下 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ に 記  
載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 痒 み 強 度 数 値 評 価 ス ケ ー ル （ Ｎ Ｒ Ｓ ） を 用 い  
て 測 定 さ れ た 値 の う ち の 最 悪 値 で あ る 最 悪 痒 み 強 度 が ベ ー ス ラ イ ン か ら 少 な く と も ４ ポ イ  
ン ト 低 下 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ に  
記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 痒 み に 関 す る 生 活 の 質 （ Ｉ ｔ ｃ ｈ ｙ Ｑ ｏ Ｌ ）  
ス ケ ー ル を 用 い て 測 定 さ れ た 値 が ベ ー ス ラ イ ン か ら 少 な く と も 約 １ ０ ％ 改 善 す る こ と に よ  
り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 治 療 は 、 前 記 患 者 が 、 前 記 Ｉ ｔ ｃ ｈ ｙ Ｑ ｏ Ｌ の う ち の 症 状 サ ブ ス ケ ー ル を 用 い て 測  
定 さ れ た 値 が 少 な く と も 約 １ ０ ％ 改 善 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す  
る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 治 療 は 、 前 記 患 者 が 、 前 記 Ｉ ｔ ｃ ｈ ｙ Ｑ ｏ Ｌ の う ち の 機 能 サ ブ ス ケ ー ル を 用 い て 測  
定 さ れ た 値 が 少 な く と も 約 １ ０ ％ 改 善 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す  
る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 治 療 は 、 前 記 患 者 が 、 前 記 Ｉ ｔ ｃ ｈ ｙ Ｑ ｏ Ｌ の う ち の 感 情 サ ブ ス ケ ー ル を 用 い て 測  
定 さ れ た 値 が 少 な く と も 約 １ ０ ％ 改 善 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す  
る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 痒 疹 性 病 変 部 の 数 、 表 皮 剥 脱 も し く は 痂 皮 を  
伴 う 痒 疹 性 病 変 部 の 数 、 ま た は 治 癒 し た 痒 疹 性 病 変 部 の 数 と い う ド メ イ ン に お い て 、 痒 疹  
活 動 度 ス コ ア （ Ｐ Ａ Ｓ ） が 少 な く と も 約 １ つ の カ テ ゴ リ ー ／ ス テ ー ジ に お い て 改 善 す る こ  
と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤  
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 治 療 は 、 前 記 患 者 が 、 表 皮 剥 脱 ま た は 痂 皮 を 伴 う 痒 疹 性 病 変 部 を ス テ ー ジ 別 に 測 定  
す る 痒 疹 活 動 度 ス コ ア （ Ｐ Ａ Ｓ ） が 少 な く と も 約 １ つ の ス テ ー ジ に お い て 改 善 す る こ と に  
よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 治 療 は 、 前 記 患 者 が 、 治 癒 し た 病 変 部 を ス テ ー ジ 別 に 測 定 す る 痒 疹 活 動 度 ス コ ア （  
Ｐ Ａ Ｓ ） が 少 な く と も 約 １ つ の ス テ ー ジ に お い て 改 善 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み  
の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 治 療 は 、 前 記 患 者 が 、 前 記 痒 疹 性 病 変 部 の 数 が 少 な く と も 約 １ つ の カ テ ゴ リ ー に お  
い て 改 善 す る こ と に よ り 特 徴 付 け ら れ る 痒 み の 減 少 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 ２ ２  
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に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 痒 疹 性 病 変 部 の 治 癒 を 経 験 す る よ う に 行 わ れ  
る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 痒 疹 性 病 変 部 は 、 結 節 、 丘 疹 お よ び 斑 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 ２ ６ に 記 載  
の 抗 掻 痒 剤 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 治 療 は 、 そ の 治 療 の 後 、 前 記 患 者 が 、 表 皮 剥 脱 ま た は 痂 皮 を 伴 う 病 変 部 の 減 少 を 経  
験 す る よ う に 行 わ れ る 請 求 項 １ に 記 載 の 抗 掻 痒 剤 。
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